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［１］事業報告

Ⅰ．概 要

第三者試験機関として中立的立場で、公平性、公正性並びに信頼性を確保し、安定

した事業基盤の構築に向けて以下の事業を遂行した。

先ず一般財団法人日本空調冷凍研究所（以下「日空研」という。）の事業の柱である

製品検査受託事業については、一般社団法人日本冷凍空調工業会（以下「日冷工」と

いう。）が運営する検定制度に則り、ルームエアコン（以下「ＲＡＣ」という。）、パッ

ケージエアコン（以下「ＰＡＣ」という。）並びに家庭用ヒートポンプ給湯機（以下「Ｄ

ＷＨ」という。）の製品検査、工場審査、検定合格機種登録、検定シール支給等の受託

業務を計画通り遂行し、結果を日冷工（検定委員会）に報告した。ガスヒートポンプ

冷暖房機（以下「ＧＨＰ」という。）については、日冷工検定メーカーの準原機で日空

研立会による製品検査（試行）並びに日空研試験設備で相互校正試験を行い、結果と

課題を日冷工（検定委員会）に報告した。

また、上記事業に加え、ＲＡＣ試験設備（空気エンタルピ測定装置大規模修繕）及

びＰＡＣ試験設備（20HP マルチ用の室内機 6 台受風室製作）の改造後の検証試験や、

ＤＷＨの JIS（日本工業規格）規格改正項目の確認試験等について日冷工と連携して対

応した。

依頼試験受託事業は、年度計画の中で効率的なスケジュール調整を行い実施した。

また、日冷工検定メーカー依頼による当該メーカー準原機での立会性能試験も実施し

た。

性能試験研修等受託事業では、日空研での空調試験研修を実施した。海外での研修

は依頼先都合により次年度に延期となった。また ASEAN SHINE(*) プロジェクトは

次年度開始となった。

公的外部委員会及び検討会等への参画については、第三者試験機関委員として、「建

築物省エネ基準検討委員会（国土交通省関連）」の関連 SWG（サブワーキンググルー

プ）及び TG（タスクグループ）や、「JIS 原案作成委員会」並びに「技能五輪委員会

（厚生労働省関連）（審査員）」などに参画した。

研究会活動については、「ラボ不確かさ研究委員会」及び「海外認証研究委員会」の

事務局として活動した。「ラボ不確かさ研究委員会」では、試験設備の精度向上検討と

研究委員会参加各社の準原機不確かさ数値の登録等を行った。また、「海外認証研究委

員会」では、海外試験機関との交流状況を報告するとともに今後の委員会のあり方に

ついても協議した。
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その他、業務効率向上、技術力強化、日空研のＰＲ活動として、ISO/IEC17025(*)
の2017年改正対応と試験業務の効率向上を目的とした規格要求事項対応内容の簡素化、

所内技術研究発表会の開催、人員増、ホームページリニューアル等を行った。

(*) ASEAN SHINE：JAIF 基金（Japan ASEAN Integration Fund：2006 年に ASEAN 事務局に

設置された基金（日本が拠出））による ASEAN 家庭用省エネ支援事業

(*)ISO／IEC 17025：「試験所及び校正機関の能力に関する一般要求事項」

  個別の事業等実施結果は、以下の通りである。

Ⅱ．製品検査受託事業

日空研の経営の根幹をなす事業であり、試験計画およびＩＳＯ／ＩＥＣ１７０２５

に則り、公平性、公正性並びに信頼性を確保し、中立的立場で厳正に製品検査受託事

業を遂行した。また、その結果を適宜日冷工に報告した。

１．ルームエアコン（ＲＡＣ）検査事業

（１）ルームエアコン（４.０ｋＷ以上製品）を市場より買い上げ、基準（*）に則り製品

検査を実施した。（１０社）

（*基準：ＪＩＳ Ｃ ９６１２「ルームエアコンディショナ」）

（２）新試験設備（ＲＡＣ４）と従来設備（ＲＡＣ２）の器差検証、並びにＲＡＣ３試

験設備修繕後の熱漏洩試験等の検証試験を実施した。その為に相互校正試験は中

止した。

（３）工場審査を実施した。（５社）

（４）準原機認定試験員研修会を実施した。（認定試験員２１名）

（５）申請に基づき検定合格機種を登録した。（１０社）（２，９３３機種）

（６）検定合格を証する「検定シール」を支給した。（１０社）（１０，５５５千枚）

（７）空気エンタルピ試験設備のＲＡＣ３大規模修繕設備ＷＧ（ワーキンググループ）

に参画し、改造前後試験設備の熱漏洩試験等を実施した。

２．パッケージエアコン(ＰＡＣ)検査事業

（１）３ＨＰ~６ＨＰの店舗用エアコンを市場より買い上げ、基準（*）に則り製品検査

を実施した。（６社）

（*基準：ＪＩＳ Ｂ ８６１６「パッケージエアコンディショナ」）

（２）工場審査を実施した。（３社）

（３）準原機認定試験員研修会を実施した。（認定試験員２０名）

（４）申請に基づき検定合格機種を登録した。（６社）（４，４５５機種）

（５）検定合格を証する「検定シール」を支給した。（１社）

（６）試験設備ＷＧ（ワーキンググループ）に参画し、２０ＨＰマルチ用の室内機６台
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受風室の検収試験等を実施した。

３．ガスヒートポンプ冷暖房機（ＧＨＰ）検査事業

（１）メーカー２社の１６ＨＰマルチエアコンの製品検査（試行）を、基準（*）に則り、

各社準原機にて日空研立会で実施した。なお、検査品は各社が量産品を用意した。

（*基準：ＪＩＳ Ｂ ８６２７「ガスヒートポンプ冷暖房機」）

（２）メーカー２社の２０ＨＰマルチエアコン６台接続の相互校正試験を実施した。

（３）工場審査を実施した。（１社）

（４）準原機認定試験員研修会を実施した。（認定試験員７名）

（５）試験設備の精度向上について検討した。（ガスメータの流量計測等）

４．家庭用ヒートポンプ給湯機（ＤＷＨ）検査事業

（１）家庭用ヒートポンプ給湯機を市場より買い上げ、基準（*）に則り製品検査を実施

した。（８社）

（*基準：ＪＩＳ Ｃ ９２２０「家庭用ヒートポンプ給湯機」）

（２）工場審査を実施した。（１社）

（３）準原機認定試験員研修会を実施した。（認定試験員９名）

（４）申請に基づき検定合格機種を登録した。（８社）（５５３機種）

（５）検定合格を証する「検定シール」を支給した。（８社）（４５２千枚）

（６）ＪＩＳ規格改正対応（給湯モード試験）を行った。（８社）

５．製品検査受託事業に関する付帯業務

   製品検査事業を適正に行うために、下記を遂行した。   

（１）試験設備メンテナンス

各試験設備のメンテナンスをほぼ計画通り実施した。

・ＲＡＣ試験設備

ＲＡＣ２：２０１８年３月２６日～６月２２日

ＲＡＣ３：２０１８年３月２６日～６月２２日

ＲＡＣ４：２０１８年２月１９日～５月１８日

・ＰＡＣ及びＧＨＰ試験設備

ＰＡＣ２：２０１８年４月９日～５月３１日

・ＤＷＨ試験設備

ＤＷＨ：２０１８年２月２６日～４月２７日

（２）日冷工検定委員会ならびにＷＧ（ワーキンググループ）への参画

日冷工検定関連の下記委員会・ＷＧへ、オブザーバーとして参画した。詳細日

程は別紙（付２）参照。   
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・検定制度運営委員会

委託業務進捗状況、委託業務費支出状況、試験日程等について報告した。

・ＲＡＣ検定（正／副）委員会

製品検査及び相互校正結果等について報告した。

・ＲＡＣ３大規模修繕設備ＷＧ

修繕前後試験設備の熱漏洩試験を実施し、結果を報告した。

・ＰＡＣ検定（正／副）委員会

製品検査及び相互校正結果等について報告した。

・ＰＡＣ試験設備ＷＧ

      日冷工と協力し、２０ＨＰ室内機６台接続の検収試験を実施した。

・ＧＨＰ検定委員会

      製品検査（試行）及び相互校正試験等の課題について報告した。

・ＤＷＨ検定委員会

      製品検査状況等について報告した。

・日空研建屋修繕ＷＧ

      建屋全般及び受電盤等の現況について報告した。

    ・機種登録リスト検討ＷＧ

       現状の登録リスト運用状況や課題等を報告した。

Ⅲ．依頼試験受託事業

  日冷工検定制度受託外の事業として、年度計画の中で効率的なスケジュール調整を

行い、下記の依頼試験を実施した。

（１）空調機器関連メーカー（日冷工検定会員メーカー等）：１０件

（２）その他（公的機関、海外試験機関、電力メーカー、一般メーカー等）：１２件

（３）日冷工検定メーカー保有の準原機を使用した立会性能試験（日冷工検定会員メー

カー）：１件

Ⅳ．性能試験研修等受託事業

  下記を実施した。

（１）日空研性能試験研修センターにおける性能試験研修：１件

    ・空調関連団体（受講生２名）（１０月２５日~２６日）

（２）海外試験機関等を対象とした現地性能試験研修：０件

    ・１件予定していたが依頼先都合で次年度に延期となった。

（３）ASEAN SHINE プロジェクト参画

・次年度開始予定となった。
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Ⅴ．公的外部委員会及び検討会等への参画

  第三者試験機関の委員として下記委員会並びに研究会に参画した。

詳細日程は別紙（付２）参照。   

（１）建築物省エネ基準検討委員会（国土交通省関連）設備込基準 WG（ワーキンググ

ループ）

・給湯・コジェネレーション設備 SWG（サブワーキンググループ）（協力委員）

・ヒートポンプ TG（タスクグループ）（協力委員）

（２）水冷チラーJIS 改正原案作成委員会 （委員）

（３）「換気カプセル型発汗計に関する標準化」に関する JIS 原案作成委員会（委員）

（４）技能五輪委員会（厚生労働省関連）（競技委員）

（５）Annex４６（研究会）（ヒートポンプ蓄熱センター主催）（委員）

（６）アジアヒートポンプ給湯機に関する共同研究事業

・早稲田大学と東南アジア各国大学との連携によるヒートポンプ給湯機の東

南アジア拡大を目指した共同研究事業 （試験実施）

Ⅵ．研究会活動

１．検査信頼性向上

「ラボ不確かさ研究委員会（*）」を開催し、下記の活動を行った。

（１）日冷工検定会員メーカーの申請に基づき、準原機（日冷工検定会員メーカー保有）

の不確かさ数値を登録した。国内４機（RAC:3,PAC:1）海外３機（RAC:2,PAC:1）

（２）原機の試験精度・効率の向上検討として、不確かさバジェットシート入力方法並び

に不確かさ登録規程について確認した。

（３）一般財団法人日本品質保証機構（JQA）計量計測センター（所在地：東京）を見学

した。

（４）今後の委員会活動について協議し、2019年度委員会活動計画案を検討した。

（*ﾗﾎﾞ不確かさ研究委員会：メーカー（10 社）、日冷工、空調学会、設備メーカー(2社)、日空研）

２．海外試験機関との交流

  「海外認証研究委員会（*）」を開催し、下記の活動を行った。

（１）今後の運営方法、研究アイテム等の内容について検討した。

①海外認証研究委員会のあり方

②認証機関化（委員会参加各社対象に認証機関化アンケート実施）

③2018 年度活動総括 (報告）、今後の委員会活動について協議し、2019年度委員

会活動計画案を検討

（２）高度（気圧）が性能測定値に及ぼす影響に関する研究は、試験設備（RAC3）改造及

び検収試験のため使用できないので当分の間検討保留とした。
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（３）海外試験機関支援（研修、相互校正試験など）について、ベトナム QT3 の設備メ

ンテナンス支援状況を紹介した。

（４）その他

①欧州関連情報について共有した。

②国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）関連事業に

おける日空研検証試験について紹介した。

（*海外認証研究委員会：メーカー（8社）、日冷工、空調学会、日本エネルギー経済研究所、

設備メーカー(2社)、日空研）

Ⅶ．その他

   性能試験機関としての体制を強化するために、下記活動を行った。

（１）業務効率化推進

   ・ISO/IEC17025 2017 年改正対応検討並びに簡素化対応（統合 13 件、廃止 19 件）

（２）技術力強化として所内技術研究発表会開催

    発表テーマ

・試験設備の機差検証

・熱漏えい係数について

・冷凍機における冷媒量と性能の関係

（３）日空研ＰＲ

・ホームページのトピックスを定期的に更新した。

（更新時期：５月、８月、１１月、２月）

・ホームページのリニューアルを行い、依頼試験や性能研修について分かりやす

くした。

・ホームページからの試験依頼や設備に関する外部問合せに積極的に回答した。

（問い合わせ件数：国内外合計１１件 詳細は別紙（付４）参照）

・知名度及び認知度向上活動として下記に取り組んだ。

①（一財）海外産業人材育成協会（AOTS）依頼により、アセアン 8 カ国参加の

ZEB 研修会（経済産業省委託事業）にて日空研活動並びに日冷工検定制度につ

いて紹介（9月及び 1 月実施）

②英文空調専門誌へ広告及び広告バナーの掲載
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付１．評議員会・理事会開催状況（２０１８年度）

１．評議員会

（１）平成３０年度（第９期）定時評議員会

     平成３０年６月１４日（木） 場所：機械振興会館

     構成員総数５名 うち、４名出席

     議案

     ・第１号議案 議長選出

     ・第２号議案 議事録署名人選出

     ・第３号議案 貸借対照表、損益計算書、財産目録

     ・第４号議案 任期（2 年）に伴う理事の選任

・第５号議案 任期（４年）に伴う評議員並びに監事の選任

     報告事項

  ・平成２９年度事業報告及び決算報告書

  ・平成３０年度事業計画及び収支予算書

     その他

    

（２）平成３０年度第２回評議員会

     平成３０年１１月１９日（月） 場所：機械振興会館

     構成員総数５名 うち、３名出席

     議案

     ・第１号議案 議長選出

     ・第２号議案 議事録署名人選出

・第３号議案 定款（第１６条及び第３３条）見直し

     報告事項

・平成３０年度業務推進状況

     ・平成３０年度収支状況

     その他

    

２．理事会

（１）５月理事会

  平成３０年５月２８日（月） 場所：機械振興会館

  構成員数８名 うち、８名出席

  議案
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・第１号議案  平成２９年度事業報告書（案）

平成２９年度決算報告書（案）

・第２号議案  平成３０年度定時評議員会 招集

・第３号議案  ＪＡＴＬマーク使用規程（案）

  報告事項

  ・任期満了に伴う理事の選任候補者（案）

・任期満了に伴う評議員並びに監事の選任候補者（案）

  ・定時評議員会後の臨時理事会（書面対応）  

その他

（２）臨時理事会（書面による決議）

   議案

・第１号議案  代表理事の選任について

・第２号議案  業務執行理事の選任について

理事会の決議があったものとみなされた日 平成３０年６月１４日（木）

（３）７月理事会

  平成３０年７月２４日（火） 場所：機械振興会館

  構成員数８名 うち、８名出席

  報告事項

  ・定時評議員会議事結果       

  ・登記変更証明書 (現在事項全部証明書)  

・平成３０年度業務執行状況  

・平成３０年度収支状況  

  その他

（４）９月理事会

     平成３０年９月１８日（火） 場所：機械振興会館

     構成員数８名 うち、８名出席

議案

     ・第１号議案  定款（第１６条及び第３３条）見直し（案）

・第２号議案 平成３０年度第２回評議員会招集について

報告事項

・平成３０年度 業務執行状況

・平成３０年度 収支状況

その他
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（５）１２月理事会       

     平成３０年１２月４日（火） 場所：機械振興会館

     構成員数８名 うち、８名出席

    報告事項

     ・第２回評議員会議事結果

  ・平成３０年度業務執行状況

・平成３０年度収支状況  

     その他

  （６）３月理事会

     平成３１年３月１８日（月） 場所：機械振興会館

     構成員数８名 うち、８名出席

     議案

・第１号議案： 平成３１（２０１９）年度事業計画書（案）     

平成３１（２０１９）年度収支予算書（案）

・第２号議案： 就業規則改定（案）

     報告事項

・平成３０年度業務執行状況             

・平成３０年度収支見込み               

     その他
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付２．会議開催及び参加実績（２０１８年度）

月 日空研主催会議 関連会議（日冷工 他）

４月 4/6 検定制度運営委員会   4/11 DWH 検定委員会   4/13 RAC 検定(副)委員会

4/18 RAC3 大規模修繕設備 WG  4/20 PAC 検定(副)委員会  4/23 Annex46

５月 5/17 海外認証研究委員会 5/11 PAC 検定委員会      5/16 GHP 検定委員会   5/17 技能五輪委員会

5/17 水冷チラーJIS 改正原案作成委員会 5/18 DWH 検定委員会

5/23 RAC3 大規模修繕設備 WG  5/25 RAC 検定委員会

６月 6/19 ラボ不確かさ研究委員会 6/6,29 技能五輪委員会       6/8 RAC 検定(副)委員会   6/15 PAC 検定(副)委員会

6/20 RAC3 大規模修繕設備 WG  

７月 7/3 PAC2 設備 WG         7/4 GHP 検定委員会   7/6 PAC 検定委員会

7/11 DWH 検定委員会       7/20 検定制度運営委員会 7/27 RAC 検定委員会

7/25 RAC3 大規模修繕設備 WG   7/30 技能五輪委員会  7/30 発汗計 JIS 原案作成委員会

８月 8/3 RAC 検定(副)委員会  8/3 PAC2 設備 WG 8/22 RAC3 大規模修繕設備 WG

8/24 PAC 検定(副)委員会 8/28 水冷チラーJIS 改正原案作成委員会

8/30 技能五輪委員会    8/31 検定委員会委員長会議  

９月 9/4 PAC2 設備 WG   9/5,26 GHP 検定委員会  9/12 DWH 検定委員会

9/13 PAC 検定委員会 9/14 Annex46     9/28 RAC 検定委員会

10 月 10/1建築物省エネ基準検討委員会(TG) 10/5 検定制度運営委員会  10/12 RAC検定(副)委員会

10/11 RAC3 大規模修繕設備 WG 10/20 PAC 検定(副)委員会 10/31 発汗計 JIS 原案作成委員会

11 月 11/6 海外認証研究委員会 11/1～4 技能五輪全国大会 11/5 建築物省エネ基準検討委員会（SWG）

11/7 日空研建屋修繕 WG  11/9 PAC 検定委員会 11/14 DWH 検定委員会

11/16 GHP 検定委員会    11/21 RAC 検定委員会  11/26 機種登録システム検討 WG

12 月 12/13 ラボ不確かさ研究委員会 12/14 RAC 検定（副）委員会 12/21 PAC 検定（副）委員会 12/25 GHP 検定委員会

１月 1/10 PAC 検定委員会   1/16 GHP 検定委員会     1/17 DWH 検定委員会

1/18 検定制度運営委員会 1/23 日空研建屋修繕 WG   1/25 RAC 検定委員会

1/29 技能五輪委員会     1/30 建築物省エネ基準検討委員会（SWG）

1/31 機種登録システム検討 WG

２月 2/19 海外認証研究委員会

2/21 ラボ不確かさ研究委員会

2/7 PAC2 設備 WG             2/8 RAC 検定（副）委員会   2/13 DWH 検定委員会

2/14 機種登録システム検討 WG 2/15 PAC 検定（副）委員会 2/27 RAC3 大規模修繕設備 WG   

３月 3/6 DWH 検定委員会          3/8 PAC 検定委員会      3/13 GHP 検定委員会

3/20 RAC3 大規模修繕設備 WG 3/22 RAC 検定委員会     3/27 日空研建屋修繕 WG
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付３．ご来所者状況（団体のみ）（２０１８年度）

国内関係

４月：空調設備機器メーカー様（２名）・空調試験設備メーカー様（４名）

  ７月：日冷工ＤＷＨ技術専門委員会様（３名）

  ９月：空調衛生学会様（３名）

１０月：ヒートポンプ蓄熱センター様（５名）

１１月：中部電力（株）様（２名）

２月：技能五輪競技員メンバー様（３名）

３月：経済産業省様・ＮＥＤＯ様・ＥＮＥＴ２１様（７名）

海外関係

５月：韓国空調関連メーカー様（３名）

８月：マレーシア工科大学様・インドネシア大学様・早稲田大学様（１２名）

付４．依頼試験等お問い合わせ状況（２０１８年度）

（ホームページからのお問い合わせ件数）

月 国 内 海 外

４月 ２ ０

５月 １ ０

６月 ２ ０

７月 ０ １

８月 １ ０

９月 １ ０

１０月 １ ０

１１月 ０ ０

１２月 ０ １

１月 １ ０

２月 ０ ０

３月 ０ ０

合 計（件） ９ ２



［２］決算報告書

　単位 ： 円

36,718,330 29,449,412 7,268,918

6,111,660 19,673,758 △ 13,562,098

30,240 0 30,240

3,003,264 1,573,668 1,429,596

367,200 419,569 △ 52,369

46,230,694 51,116,407 △ 4,885,713

3,330,000 3,330,000 0

3,330,000 3,330,000 0

34,280,000 28,968,000 5,312,000

12,836,800 8,336,800 4,500,000

47,116,800 37,304,800 9,812,000

649,815 766,975 △ 117,160

764,115 860,634 △ 96,519

3,737,455 4,916,277 △ 1,178,822

8,837,232 9,744,850 △ 907,618

532,440 1,233,405 △ 700,965

247,500 277,500 △ 30,000

14,768,557 17,799,641 △ 3,031,084

65,215,357 58,434,441 6,780,916

111,446,051 109,550,848 1,895,203

4,742,357 15,823,246 △ 11,080,889

742,614 727,033 15,581

5,169,700 7,122,100 △ 1,952,400

2,173,100 1,462,000 711,100

12,827,771 25,134,379 △ 12,306,608

34,280,000 28,968,000 5,312,000

34,280,000 28,968,000 5,312,000

47,107,771 54,102,379 △ 6,994,608

3,330,000 3,330,000 0

3,330,000 3,330,000 0

(3,330,000) (3,330,000) (0)

61,008,280 52,118,469 8,889,811

(　　　　　) (　　　　　) (　　　　　)

(12,836,800) (8,336,800) (4,500,000)

　　　　正　味　財　産　合　計 64,338,280 55,448,469 8,889,811

111,446,051 109,550,848 1,895,203

          構    築    物

　　　　　退 職 給 付 引 当 資 産

　　　　  建 物 付 属 設 備

　　(3) そ の 他 の 固 定 資 産

　　　　　固定資産取得用積立資産

　　　　固　定　資　産　合　計

　　　　　商　　標　　権

　　　　資　産　合　計

　　　　　未 払 消 費 税

　　　　流　動　負　債　合　計

Ⅱ　負　債　の　部

　　　　　未 払 法 人 税 等

　　　　　預　　り　　金

　　　　  什　器　備　品

　　　　  ソ フ ト ウ ェ ア

　　　　  造　作

        その他の固定資産合計

　　　　負債及び正味財産合計

　　(2) 特　定　資　産

　　　　特　定　資　産　合　計

　　　　負　債　合　計

Ⅲ　正味財産の部

　　　　固　定　負　債　合　計

　１．指　定　正　味　財　産

　　　  基　本　財　産　合　計

前 年 度

　２．固　定　資　産

　　    　現　金　預　金

　　　　流　動　資　産　合　計

　　　　　未　　収　　金

　　    　貯　　蔵　　品

　　    　立　　替　　金

　　　　　前　　払　　金

　　　（うち基本資産への充当額）

　　　　　定　期　預　金

　　　　 受　取　寄　付　金

Ⅰ．貸　借　対　照　表
 平成31年3月31日現在

　１．流　動　資　産

当 年 度科　　　　　　　目

Ⅰ　資　産　の　部

増 　減

　　　　　退 職 給 付 引 当 金

　　(1) 基　本　財　産

　　　　一 般 正 味 財 産 合 計

　１．流　動　負　債

　２．一　般　正　味　財　産

　　　（うち特定資産への充当額）

　２．固　定　負　債

　　　　　未　　払　　金

　　　　指 定 正 味 財 産 合 計

　　　（うち基本資産への充当額）

12 




